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北九州市立篠崎保育所の運営主体決定について 

 

北九州市立篠崎保育所の民営化に伴う運営主体について、市は以下のとおり決定し

ました。 
 

１ 施設の概要 

名  称：北九州市立篠崎保育所 

所 在 地：北九州市小倉北区皿山町２０番１号 

定  員：６０名 

 

２ 運営主体 

法 人 名 社会福祉法人 北九州市小倉社会事業協会 

所 在 地  北九州市小倉南区重住一丁目８番２０号 

 

３ 施設の移譲について 

（１）移譲年月日 

平成２３年４月１日（予定） 

 

（２）施設の移譲 

運営の移行にあたり、保育所の施設を譲与する。 

（※ なお、施設の譲与は「北九州市社会福祉施設の設置及び管理に関する条例」の改

正（公立保育所の廃止）のうえ実施する。） 

 

４ 選定の経過 

（１）応募資格 

① 北九州市内に事務所または事業所を設置している社会福祉法人 

（既設または新設） 

② 移譲の条件を厳守できること 

③ 現地説明会に出席すること 

④ 「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）」

に規定する暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係がある者を除く。 
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（２）必須条件 

① 運営主体（社会福祉法人）に関するもの 

項 目 確認事項 

①役員の構成 

 役員（理事、幹事）が資格要件を満たしているとともに、

その就任が確実であること。 
社会福祉法人の

設立 

（新規） 
②法人の設立 

 法人設立にあたり、社会福祉法や関係法令等に示されてい

る要件を満たすことが確実であること。 

社会福祉法人の

運営 

（既存） 

①適切な運営実績 

 法人監査及び施設監査の指摘事項がない。または指摘事項

が軽微な内容であり、遅滞なく改善されていること。 

市外の法人等 
①市内への社会福祉法人の設立 

 ※確認事項は「新規」と同様。 

 

② 資金計画について 

項 目 確認事項 

運転資金の確保 
当面の運転資金（保育所運営費の年額の１／１２以上）を確

保していること。 

施設整備資金の

確保 

施設の建替えに必要な自己資金を確保していること。（工事

期間中の仮設保育所設置に係る経費を含む） 

 

（３）公募・選定の経過 

平成２２年 ５月１４日       公表（市政だより５月１５日号） 

５月１７日～２１日   ホームページ開設、募集要項配布 

５月２３日       現地説明（篠崎保育所）※募集締切 

７月１６日～８月１６日  応募書類受付 

９月１０日        検討会の開催、市への検討結果報告 

 ９月２４日        運営主体の決定（市） 
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５ 応募状況 

 法人数 

募集要項配布 ３ 

現地説明参加 ３ 

応募件数 １ 

※ 応募１法人について、応募資格及び必須要件を満たしていることを確認した。 

 

６ 選定について 

（１）選定方法 

北九州市立篠崎保育所運営主体検討会の評価・検討結果を受けて選定。 

 

【北九州市立篠崎保育所 運営主体検討会】 

区  分 役職名等  氏 名 

九州リハビリテーション大学校 非常勤講師 

北九州市児童福祉施設等第三者評価委員会 委員 
   今村  修 ○

東九州短期大学幼児教育学科 教授 

北九州市児童福祉施設等第三者評価委員会 専門委員 
尾家 京子 学識経験者 

福岡県立大学人間社会学部社会福祉学科 准教授 

北九州市児童福祉施設等第三者評価委員会 委員 
村山 浩一郎 

保育関係者 
元 北九州市立徳力保育所長 

北九州市児童福祉施設等第三者評価委員会 専門委員 
岩見 志津子 

北九州市立篠崎保育所長 上門 由美子 

北九州市立篠崎保育所 保護者 篠崎 英理 地域関係者 

北九州市立篠崎保育所 保護者 田中 郁美 

○…座長 

（事務局 北九州市子ども家庭局保育課）              
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【評価基準】                          （ ）は内訳 

評価項目 配点 

１ サービスの質について（ａ） ５９５

１－（１）基本的な考え方 

【評価のポイント】 

・ 社会福祉法人の経営理念、保育に関する理念    

（７０）

１－（２）保育業務に関する知識及び経験 

【評価のポイント】 

・ 業務に関する知識、経験および実績 

（７７）

１－（３）保育所の運営について 

【評価のポイント】 

・ 業務に対する姿勢（基本的な考え方と提案の独自性）  

・ 施設長、保育士、調理員の確保 

・ 業務に関する職員の研修計画 

・ 適確な施設の運営（一日の過ごし方、安全管理など） 

・ サービス提供に関する組織としての取り組み 

（保育の質の向上、地域交流及び情報発信 など） 

・ 保護者との相互理解の促進（保護者への支援、苦情等への対応） 

・ 第三者評価事業の実施 

（３７１）

 

１－（４）円滑な運営の移行 

【評価のポイント】 

・ 引継計画について、篠崎保育所からの円滑な移行 

・ 引継担当保育士について 

（７７）

２ 経費について    （ｂ） １０５

２－（１）保育所の運営費について 

【評価のポイント】 

・ 運転資金の確保、運営費、給与水準について 

（６３）

 

２－（２）施設整備費について 

【評価のポイント】 

・ 施設整備費について（コスト面の評価）、必要な資金の確保 

（４２）

合  計（ａ＋ｂ） ７００



（２）検討会の評価・検討結果 

別紙のとおり。 

 

（３）評価・検討の進め方 

① 評価方法について 

応募団体の提案書類に基づく「書類審査」を基本とし、検討会各構成員の評価

点の合計をもって検討会の評価結果とした。 

（１００点×７名＝７００点満点） 

 

② 「匿名」での評価 

評価・検討の客観性を確保するため、応募者の名称等を伏せ、「匿名」で評価

を行った。 

なお、法人名については、評価後に事務局より報告した。 

 

③ 応募者による説明（プレゼンテーション）の実施 

検討会の当日は、検討会の開催（評価の実施）に先立ち応募者より提案内容の

説明（１０分）を受け、質疑応答を行った。 

 

◇ 北九州市立篠崎保育所 運営主体検討会について 

   【日 時】平成２２年９月１０日（金）１７：００～１８：１５ 

【場 所】総合保健福祉センター「アシスト」視聴覚室 

【出席者】全構成員（７名） 

 

 

７ 選定された法人の主な提案内容 

◇ 国の保育所保育指針や本市の保育内容等を踏まえた、的確な施設運営計画を作

成し、提示。（「養護」と「教育」を基調とした保育目標、保育内容、保育課程の作成 など） 

◇ 施設長候補者をはじめ、豊富な保育経験を持つ保育士を配置。 

◇ 施設長をはじめ引継ぎ担当保育士の早期配置、保護者との相互理解の促進、年

間行事や地域交流の継承など、円滑な運営の移行へ向けた取組みを実施。 

◇ 保育所に求められる役割の多様化を踏まえ、延長保育、一時保育や、地域の子

育て家庭を対象とした相談・支援の取組みを実施。 

 5


